
●『ふじのくに先端医療総合特区』金融支援措置　●伊豆市とがん検診普及啓発活動等の協定締結　
●『がん保険』取扱い開始　●『静岡県陽子線ローン』『静岡県先進医療ローン』を取扱い
●経営革新インタビュー　●TKC静岡会坂本会長と理事長対談　●さんしんチャレンジクラブと新店紹介　
●『さんしん3CC』の活動　●無料相談室のご案内

　三島市にてソフトウェア企画・開発・製造業を

営む株式会社ヒューマン・エンジニアリングは、『ふ

じのくに先端医療総合特区』金融支援措置の「利

子補給制度」を活用し、がん患部画像ソフトウェ

アと新規診断システムの開発に取り組んでいます。

　開発の経緯として、北條社長は以前医療機器メー

カーに在籍していたことがあったことから医療分

野に興味をもち、ファルマバレープロジェクトに

参 画 し ま し た。

そこで、学術機

関とのマッチン

グを行い新たな取り組みをするまでに至りました。「今後、電子カ

ルテのソフトウェア開発なども行い、医療分野への参入を着実に進

めていく」と北條社長は語ります。

現在、医療系ソフトウェア開発の
ノウハウを蓄積しています

『ふじのくに先端医療総合特区』
　　　　　　金融支援措置を活用しましょう。

株式会社ヒューマン・エンジニアリング

三島市新谷166‐3

企 業 名

住 所

北條 安

http://www.human.co.jp/jpn/

代 表 者

Ｕ Ｒ Ｌ

「利子補給制度」とは、『ふじのくに先端医療総合特区』に関連する

医療機器・医薬品の生産設備新増設や研究開発について三島信用金

庫等指定金融機関から融資を受けた場合、5 年間の融資金利につい

て最大 0.7% の補助が受けられます。医療分野への参入をご検討さ

れている方はぜひご活用下さい。

※

お客様が期待する以上の感激と感動をお届けします



　厚生労働省では、男性の 2 人に 1 人、女性の 3 人に 1 人は、生涯のうちにがんにかかると推計しています。

がんによる死亡者数を減少させるためには、早期発見・早期治療が重要であることから、国、地方自治体は

現在 30% 程度で推移しているがん検診受診率を、5 年以内に 50% まで高める取組みを進めています。三島信

用金庫では、平成 24 年 9 月 三島市と平成 25 年 2 月には伊豆市と「がん検診普及啓発及び受診率向上に関す

る協定」を締結し、地域の皆様をはじめ金庫職員やその家族への啓発活動に取組んでいるところです。

　このような地方自治体と連携した取組みを契機として、平成 25 年 4 月より、三島信用金庫でも「がん保険」

の取扱いを始めることになりました。そこで、本稿では商品投入の背景 ( 医療制度の変化や、「がん」という

病気に関すること ) について、ご紹介いたします。

　医療の高度化と、高齢化社会の進展により、国の医療費負担が加速度的に増加していることは、ニュース

等でもよく取り上げられています。このような状況下で、医療費を抑制するための対策として、病気にかかっ

てしまった際の入院日数を短くし、出来る限り通院治療や在宅治療を多くする取り組みが、国や各種医療関

係機関により様々な形で進められています。

　平成 25 年 2 月 12 日、三島信用金庫

は伊豆市と「伊豆市地域経済に関する

パートナーシップ協定」及び地域貢献

の一環として伊豆市が実施する「がん

検診の受診率向上に寄与する活動」に

協力をするため「がん検診普及啓発活

動及び受診率向上に関する協定」を締

結しました。主な活動については、伊

豆市内営業店にてポスターやチラシ等

で告知を行い、がん予防の普及啓発に関した講演会や展示会等についても今後企画開催していく予定です。

伊豆市と「がん検診普及啓発活動及び
　　　　　　　　　　受診率向上に関する協定」を締結しました

がん検診の受診率向上に努めます

平成 25 年 4 月より、「がん保険」の取扱いを開始します !



　通院・在宅による治療 ( 手

術に拠らない治療 ) は患者の

方の体力的な負担を軽くする

メリットがありますが、経済

的な負担はケース・バイ・ケー

スです。既に多くのお客様は、

何らかの医療保険や共済等に

ご加入されている場合が多い

と思いますが、従来型の入院

給付金に重きを置いた保険の

場合、例えば、入院すること

なく、通院だけでの治療になった際に、保険金支払条件に当てはまらずに保険金を受け取れないことも考え

られます。

　統計によれば、二人に一人は自分の人生の中で「がん」にかかると言われていますが、検診等により早期発見・

早期治療すれば、それだけ完治する確率が高くなる普通の病気でもあります。今回の「しんきんのがん保険 ( ア

フラック社 )」は、既にお持ちの保険を残したまま追加で備える機能を強化していただくため、アフラック社

による最新の特約を複数備えています。当金庫の「がん保険」取扱い開始をきっかけに、お手持ちの保険内

容の再確認をしてみてはいかがでしょうか。

　なお、詳しい商品説明に際しては、お客様の「勤務先等に関する申告」や「個人情報利用に関する事前同意」

が必要となります。お手数をお掛けしますが、お近くの「さんしん」窓口でお声掛けいただきたく、お願い

いたします。

三島信用金庫は「がん保険」の取扱いを開始します !

4 月からの販売に向けて奮闘中の個人サポート課職員

『ガン保険』に関するお問い合せは下記までお気軽にどうぞ。

『さんしん』窓口 または

サポート営業部 個人サポート課お近くの



　三島信用金庫では、三島市・伊豆市と「がん検診促進協定」を締結するなど、地域住民のための取り組みをすべく　CSR ( 企業の社会的責任 ) 向上に努めています。このたび、がんをはじめとする保健適用外の高額医療を支援するこ

とを目的とした『静岡県陽子線ローン』・『静岡県先進医療ローン』を開始しました。

『静岡県陽子線ローン』・『静岡県先進医療ローン』の取扱を開始しました



　三島信用金庫では、三島市・伊豆市と「がん検診促進協定」を締結するなど、地域住民のための取り組みをすべく　CSR ( 企業の社会的責任 ) 向上に努めています。このたび、がんをはじめとする保健適用外の高額医療を支援するこ

とを目的とした『静岡県陽子線ローン』・『静岡県先進医療ローン』を開始しました。

『静岡県陽子線ローン』・『静岡県先進医療ローン』の取扱を開始しました



　TKC 静岡会の機関誌「NEWS OF SHIZUOKA 〜静岡会〜」

の取材を兼ねて、1 月 11 日 同会 坂本孝司会長と当金庫理事

長 稲田精治が対談しました。

　TKC 静岡会と三島信用金庫は、TKC 会員税理士・公認会計

士と当金庫の役職員の協働による中小企業の金融円滑化に貢

献することを目的に、平成 24 年 9 月に「TKC 経営改善計画策

定支援サービスに関する覚書」を締結しました。この対談は、

覚書締結を契機に実現したものです。

　対談では、金融機関が地域経済で果たす役割、信頼性ある決算書への期待、TKC 会員税理士・公認会計士

との連携による中小企業支援について活発な意見交換がおこなわれました。

　TKC 会員税理士・公認会計士と三島信用金庫が地域の中小企業の皆様のお役に立てるよう協力しあうこと

を約し、対談は結びとなりました。

                       

　伊豆の国市にてプラスチック射出成形加工業を営む ( 有 )

伊豆プラでは、このたび「画家の販促用メモリーカード

ケースの製造販売とオリジナルブランド『Laposh ( ラポッ

シェ )』の展開」というテーマにて、静岡県の経営革新計

画の承認を取得しました。

　『ラポッシェ』は ( 有 ) 伊豆プラのプラスチック成形技術

と特殊印刷機による、画家のデザインを取り入れた個展等のノ

ベルティ用メモリーカードケースです。メモリーカード以外に

も収納可能であり、様々な場面の販促グッズとしての利用が期

待されます。

　また、三島信用金庫長岡中央支店 ( 所在地：伊豆の国市長岡

346 ー 6) では、( 有 ) 伊豆プラ代表者の娘である加藤由利子さ

んの個展を 3 月 29 日まで開催しています。

　加藤さんは、学卒後独学で絵の勉強をし、第 34 回 IAC 美術

展にて文部科学大臣賞を受賞するなど日本画家として活躍され

ています。4 月 10 日 ( 水 ) 〜 4 月 23 日 ( 火 ) には、三嶋大社

の宝物館ギャラリーにて第 12 回目の個展を開催いたしますの

でぜひ興味のある方はご来場ください。

オリジナルブランド『Laposh( ラポッシェ )』
によるメモリーカードケース

経営革新への取り組み

加藤由利子さんと作品『南天燭』

TKC 静岡会 坂本孝司会長と三島信用金庫 理事長との対談

有限会社 伊豆プラ
伊豆の国市戸沢257‐1

企 業 名
住 所
主な業務

取締役 加藤 仁志
055‐947‐0891

代 表 者
電 話

プラスチック射出成形加工、プラスチック製品UV印刷加工



　3 月 3 日、沼津市内に新たな和菓子店がオープンしました。

　さんしんチャレンジクラブ会員である店主の中西さんは、全国

和菓子協会から『優秀和菓子職』に認定されるなど高い技術力

をもち、和が基本にあり

ながらも他のテイストを

加えることで独創的なス

イーツを作り出しています。

　また、中西さんは大好きだった亡きおばあさま、おじいさまを忘

れないように、『みやこ庵』の名は、おばあさまからいただき、開業

日はおじいさまの命日を選びました。そんな心やさしい店主が心を

込めて作りあげた、やさしい和のスイーツをみなさま堪能してみて

はいかがでしょうか。

新たな和菓子店『みやこ庵』が
             　  沼津にオープン!

みやこ庵
沼津市沼北町2‐7‐1

店 名
住 所

店 主
電話番号

中西 大悟
055‐919‐0902

道路沿いの看板が目印です

一押しスイーツ『 FUJIYAMA 胡桃コロン』と
『船頭さんのお茶菓子』

　2 月 6 日に、若手経営者クラブである『さんしんチャ

レンジクラブ』は、カフェ『cucurucu ( ククルク、静

岡県三島市一番町 10 ー 1)』にて、SWOT 分析の勉強会

を行いました。

　SWOT 分析とは企業の持つ内部資源や置かれている

外部環境を分析し戦略を策定するフレームワークです。

　今回参加した 19 名を 4 〜 5 名の小さなグループ

に分け、会員が経営する企業の分析を実施しました。

　グループメンバーをあえて異業種同士組ませるこ

とで、今までにない意見が活発に飛び交い大変有意

義な勉強会となりました。

異業種交流が活発に行われています

さんしんチャレンジクラブ

会議室では出ないアイデアが次々に生まれました



　『さんしん 3CC』は、さんしんチャレンジクラ

ブ第 1 期生がチャレンジクラブ卒業後に「経営力

のアップに向けて自主的に互いの問題を提起し、

ともに学び、ともに成長しあうこと」を目的に活

動している若手経営者クラブです。会員同士で「他

では出来ないことをやろう」をコンセプトに、お

互いの会社の企業訪問や facebook を利用して

の情報の共有化、三島信用金庫理事長を招いての

講演会などの活動を行ってきました。

　平成 25 年 2 月 14 日に開催された勉強会では、

「みんなが聞きたい私の話」というテーマで、メ

ンバー 2 名が自社の事業内容・業界のシステム・

成功談・失敗談・開業に至った経緯・家業を承

継していくまでの歩み・経営者として譲れない想い・自社が目指す企業の姿等を講演いただき、講演

後は同じ志を持った会員だからこそ話せる・聞けることを異業種経営者の視点でディスカッションい

たしました。常日頃 facebook にてお互い情報を共有している為、より具体的に話をすることができ、

とても有意義な時間を過ごせました。

　今後は、会員間の交流はもとより、三島信用金庫との連携も図りながら経営力アップに向けて活動

していきたいと思います。

　本会の活動は facebook ページ『チャレンジクラブ・3CC』にて随時 UP しております、是非ご覧く

ださい。

さんしん 3CC 活動記録

異文化交流を毎月おこなっています

　https://www.facebook.com/Charenjikurabu3cc


